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船を、岸につけてもらうことも、また、流れに逆らって、可能なら、 

静⽌状態をお願い、いやはや、無我夢中なもので、かなり、無理をお願いしたようである。 

何しろ、この瞬間は、⼆度とない。場⾯の変わり⾝が、早すぎる。格闘の時間。 

産経新聞連載の地球のかおりにも、掲載させていただいた。 

 

 

 

 

 

若い⼆⼈との出会いで、夢が実現。感謝の⾔葉しかない。いい思い出は、⼼の財産。 

吉林出⾝の若いガイドさんは、旅行会社を立ち上げたいと、 

夢を語っていた。その思いと、いろいろ会話をしたことから、きっと、実現しているだろう。 

紆余曲折はあるだろうが、成功を祈っている。 

私も、彼に負けないように、頑張りたいと、思いを新たにしている。 


